
ＳＰＯＤフォーラム２００９

日 時：２００９年９月８日（火）～１１日（金）

場 所：愛媛大学城北キャンパス 愛大ミューズ など

主 催：四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ＳＰＯＤ）

参加申込期間：ＳＰＯＤ加盟校の教職員・学生限定受付

２００９年７月７日（火）正午～７月１７日（金）正午

一般受付（ＳＰＯＤ加盟校の方も可）

２００９年７月２２日（水）正午～８月４日（火）正午

参 加 費：無料（懇親会，昼食会は除く）

実施内容及び成果

あらゆる立場の教職員にとってすぐにスキルアップにつながる実践的なプログラムを集

中的に提供することを目的として，平成２１年９月に「ＳＰＯＤフォーラム２００９」を

開催した。このイベントは，ＳＰＯＤの目玉企画であり，ＳＰＯＤ初のＦＤ／ＳＤフォー

ラムとして開催した。「授業公開と授業アンケートの効果的な活用方法」や「大学職員の

ための企画力養成講座」など全２７講座を開講した。「全学的な教育改革をどう進める

か？」と題したシンポジウムでは，関西国際大学の濱名篤学長と愛媛大学の柳澤康信学長

が教育の質保証やＦＤ・教育改革についての対談を行った。このフォーラムには，加盟校

の教職員を中心に全国から約４００名の参加があり，その約９４％から「有意義または満

足」という高い結果を得ることができた。

特徴

１．多彩な講師陣

先進的な教育改革で知られる大学のトップリーダー，各大学のＦＤやＳＤの第一線で活

躍する教職員やディベロッパー，職場の人材育成・能力開発分野で活躍するプロフェッシ

ョナルなど，多彩かつ魅力的な講師陣をそろえた。

２．職場で使える実践型プログラム

講師と受講者の間でのインタラクティブなワークショップ形式のプログラムが数多く開

講された。参加者は，意見を出し合い知を共同で作り上げることが求められると同時に，

職場ですぐに使える実践的なノウハウを持ち帰ることができた。

３．ＳＤプログラムも多数開講

ＳＰＯＤでは，ＦＤ同様にＳＤ（職員の能力開発）に力を入れており，他では体験でき

ないプログラムを数多く開講した。教育改善に関心のある多くの教職員に参加を呼びかけ

た。



プログラム別受講者数

受講者数

プログラム名 （うち，遠隔講義

システム受講者）

わかりやすいシラバスの書き方 ４５（１８）

様々な評価方法 ４２（１４）

教員主導・学生主体の授業の進め方１～３ ２７

経営者，管理者養成プログラムの考え方と手法～大学経営を担う役割をどう果すか ３８

事務職員はＦＤにどう関わるか ３０

ＰＯＤ２００８参加報告 １４

ティーチング・ポートフォリオとは何か？ ６９

「大学人，社会人としての基礎力養成プログラム開発」現況報告 ３８（４）

キャリア教育入門 １１

大学職員のための企画力養成講座１～２ ４０

どうする？初任者研修 １５

ディプロマポリシー・カリキュラムポリシー・アドミッションポリシーの開発と一貫性の進め方 ３５

授業進度を落とさずアクティブラーニングＴＢＬ（Team Based Learning:チーム基盤学習）の実際 ２２

「学務系職員養成プログラム開発」現況報告 ２８

学生との話し方，関わり方 ２６

プレゼンテーションの極意１～２ ５５

授業公開と授業アンケートの効果的な活用方法 ３９（５）

様々な学習支援の方法 １６

学生支援にどう取り組むか ３６

スタッフポートフォリオによる大学職員人事マネジメント１～２ ２７

人を育てるコーチング・メンタリング１～２ ６１

ものづくりとアクティブラーニング １９（１）

人文系授業のＴＢＬ入門 ２１

【シンポジウム】学長対談「全学的な教育改革をどう進めるか？」 １３６

授業の双方向性を高めるクリッカー入門 ３０（４）

講義のための話し方入門 ５９（２６）


